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スポーツ競技用タイム計測装置
（タグホイヤー社向けのOEM製品）

FM交通情報提供システム
（日本全国の高速道路に設置）

　現社長が某大手電気メーカーを退社して、アマチュア無線通
信機器の製造を始めたのが1967年。業界では有名な存在となった
が、模倣されることも多かった。1985年頃から、ニッチ市場で
当社の技術力を活かせる分野にターゲットを絞った。
　当社の強みは、開発型メーカーと中小企業の特徴・利点を最
大限に生かせる仕組みにある。無線、マイコン、アナログ、セ
ンサ、電子応用技術など幅広い分野の技術・ノウハウを持ち、
幅広い分野の製品開発を可能として、受注できる間口を最大限

　当社は営業部隊を置かず、ＰＲは全て社長手作りのホーム
ページのみ、それでも、マンションの一室にある当社事業所に
メーカーの開発担当者が通ってくることが多くなり、近年は大
手メーカーの研究開発受託が当社事業の半分以上を占める。
　最近の開発実績では、大手おむつメーカーとの共同で、おむ
つが濡れるとセンサーが感知して換えどきを知らせるシステム
「かえどき安心パッド」や、NEDOの５ヵ年計画事業で、大阪大
学・眼科医療機器大手ニデックとの共同開発による、失明した

　高速道路のトンネル内で、ＦＭカーラジオでＦＭ放送を聴取
可能とした装置。走行中トンネルに入っても途切れることなく
高音質のＦＭ放送が楽しめる。従来製品と比較して１／5の価格

広くしている。また、技術者は製品の企画から開発・設計・試
作・制作まで一貫して担当し、作業の効率を上げると同時に、
幅広い技術を取得でき、やり甲斐が持てる環境となっている。
　1990年には、スイスのタグホイヤー社との共同で高精度なスポー
ツ競技用タイム計測装置を開発して世界のスタンダードとなる
など、その高い技術力が高く評価され、宇宙開発を始めとする
最先端技術開発に携わっている。また、自社ブランドでもさま
ざまな機器を製品化し、各国にも輸出している。

人の視覚をサポートする「人工視覚システム（目の位置にCCD
カメラを設置し、身体に埋め込んだICチップで視覚野を刺激し
て視覚を得る）」などがある。後者は、多くのメディアでも紹
介され多くの反響があった。
　その他にも、宇宙開発ではJAXAからの受託による、母人工衛
星から４基の娘人工衛星を切り離すための電子通信回路開発や、
中部電力からの受託によるICタグによる魚類生態調査システム
など、枚挙に暇がない。

で実現できる新方式・技術を開発し実現した製品。2010年度か
ら5年計画で、全国の高速道路のトンネルに設置される。

無線・マイコン制御・電子応用技術を核とした開発型メーカー

大手メーカー技術者が日参するマンション・カンパニー

新たに「高速道路トンネル内ＦＭラジオ再放送装置」を開発

ファースト電子開発
株式会社

小規模ながら高い技術力で最先端技術開発を先導する

宇宙開発から家庭まで、無線,無線応用機器,情報機器,マイコン,電子応用機器を得意と
する開発型企業である。

東京都板橋区清水町79-2-203

03-5248-6644

http://www.first-ele.co.jp/

1967年

伊藤 義雄
代表取締役

03-5248-6645

1,000万円

5人

無線､ICタグ､無線応用機器、マイコン制御､センサー制御機器、
福祉･介護機器、スポーツ計時装置

無線・マイコン・電子応用技術を核とした高い開発力

板橋事業所（東京都）、本社（北区）

CEマーキング
代表取締役
伊藤 義雄
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データ版　追加情報 ファースト電子開発株式会社

主な受賞暦
主催団体名

北区

受賞名

未来を拓く産業人顕彰(都市型産業顕彰部門)　優秀製品開発賞

受賞年度

1997年度

主な拠点 国内拠点：１件
拠点名 所在地

事業所 東京都板橋区清水町 79-2-203

ＪＲ東海道新幹線　車内誌　「WEDGE 2009年12月号」34頁

 

　小規模な会社ですが、主に自社ブランドの無線応用機器、電
子応用機器を開発から製造まで一貫して手掛ける開発型メーカ
ーです。技術を要する多品種少量生産を得意とします。
　無線機器の分野では豊富な経験・高度な技術・最新計測機器
を完備し、特注品の開発や製作に広く、迅速に対応出来ます。
　スポーツ競技用製品の分野ではスポーツカーレースの最高峰
Ｆ１レースやダイバーウオッチで有名なタグホイヤー社に弊社

の高精度な製品をＯＥＭ供給しています。
　異業種交流にも早期より取り組み、新製品の開発・製品化な
ど多数の実績があります。東京都異業種交流プラザＨ８グルー
プに参加して異業種交流事業に取り組んでいます。
　福祉機器の分野では認知症老人介護用無線機器等を製造し、
東京都北区福祉産業研究会に参加しています。

小規模ですが、主に自社ブランド機器を手がける開発型メーカーです経営者の声

（WEDGE Special Report「『返済猶予』の間に中小企業を救うには」より）


